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私の学部・研究室の紹介

東海大学海洋学部海洋理工学科
坂本　泉・横山　由香

東海大学海洋学部の紹介

　1962年に創立した東海大学海洋学部も、今
年で60年となる。毎年約500名の学生が卒業
したとすると、これまでに単純計算で３万名
強の学生が卒業したことになる。その一部は
日本における、海洋関係の基礎を担っている
と言っても過言でない。海洋調査技術協会に
関係する企業・会員の方々にも、本学卒業生
（大学丸・望星丸 I、II 世・望星丸での乗船経
験を有する）である方も相当数いると思われ
る。本誌では、今年度より生まれ変わった東
海大学海洋学部について、特に本協会に関連
しそうな海洋理工学科の紹介をさせて頂く。

海洋学部の歴史
海洋は詩情をそそる
しかしその中には無限の資源がある
若人よ　外に領土を求めず　海洋に資源
を開発しよう
若人よ　戦争による拡大よりも　平和な
科学によって
領土権なき無限の宝庫を征服しよう
若人よ　海洋国日本は世界最大の資源国
である
地球の三分の二は海洋であるからである
来たれ若人よ　動と静の詩情を求めて
世界の平和と資源の開発のために
科学によって人類の幸福を拓かう

　これは、約60年前、東海大学の創設者の松
前重義博士が、海洋学部を創立する際に読ん
だ詩である。「海洋」を世界中のどの国でも自
由に利用出来る資源にしようという祟高な理
想を掲げ、海洋国である我が国がその先頭に
立つべきであると考え、無限の太平洋につな
がる駿河湾を前にして、富士の高嶺を目前に
望む駿府清水の地に海洋学部を設立した（松
前、2012）。
　海洋学部開設当初（話や文章の構成で言う
起承転結の「起」に相当）は、教員も多彩で
あり、海上保安庁・水産庁・通産省地質調査

所（以下、産総研）をはじめとし、国内外と
の交流も盛んに行われ、学生達を積極的に外
に出し、技術や知識の習得に努めた。一方、
学生側も１期生～ 15期生くらいまでは、来
る明るい海洋の未来を夢みて入学し、多様な
特徴（キャラクター）を兼ね備えた方が多く、
海洋を含む様々な業界で活躍をされ、社会の
基盤を築いて来た方々である。海洋では海況
は変わりやすく、相手（自然）を読みつつ、
高品質な情報の入手が急務である。つまり、
海においては相手（卒業後は自然だけで無く
人間も含まれる）の変化を読み取る機微を備
えておく必要がある。このことはなぜか海洋
学部創設の初期段階から教えられ、伝統となっ
ている物と思われる。
　海洋学部開設後の 30年間（～ 30 期）は、
いわゆる成長期（起承転結の「承」）と言え、
大学の教員・システム・設備等も充実して来
た時代に相当する。沼津の教養部（正確には
1973 年から開始）・清水の専門課程を経験す
る学生や、多くの卒業生が、現在も現役で多
くの分野で活躍している。日本の経済成長に
付随し、責任のある立場や、豊富な技術力を
売り物にしている先輩・後輩方も多く存在し
ている。本誌の執筆者坂本もこの時期（海洋
学部22期）の卒業生である。
　海洋学部開設後 50年（～ 50期）では、い
わゆる発展期（起承転結の「転」）に相当し、
他大学・研究所との交流も多くなり、発展し
つつある一方で、全国的に見ると学生数が減
り、大学内統合も余儀なくされた時代でもあ
る。ややマンネリ化した時代でもあり、社会
でも海洋の理解が進み、他大学でも海洋への
進出も目立中で、海洋学部は他とは違う特異
な何かを要求されてきた。本誌の共著者の横
山は、海洋学部42期である。

大学改組
　そのような中で、60年を迎え、海洋学部は
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再度改組を行った（起承転結の「結」ではな
く、将来の発展を見据えて「開」と位置づけ
たい）。これまであった海洋地球科学科・環境
社会学科・航海工学科・海洋生物学科・水産
学科・海洋文明学科の６学科から、新しい海
洋学部は水産学科・海洋生物学科を残しつつ、
海洋理工学科（主に、海洋地球科学科+環境
社会学科+航海工学科の教員）が新設され３

学科となった。海洋文明学科を中心には同じ
清水校舎（静岡キャンパス）内に人文学部と
して新たに独立した。
　この改組のポイントは、海洋理工学科とし
て旧３学科を１つ（海洋理工学専攻・航海学
専攻の２専攻）にまとめ、複雑な地球（気圏・
水圏・地圏）の出来事（個別科学）を、統合
科学技術で対応することである（図１）。分野

図 1　新生東海大学海洋学部海洋理工学科の活動範囲
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間の壁を取り払い、海洋の科学を学ぶために
１）海洋科学系、２）海洋機械系、３）海洋
資源系の３つの柱を建てている。１）海洋科
学系では、海洋物理学・海洋化学を基本に海
洋科学を学び、海洋・地球環境に対応する技
術者・研究者を育成する。２）海洋機械系で
は、船舶工学・材料力学を基本に工学的知識
を身につけ、造船や海洋ロボット等の技術者・
研究者を育成する。３）海洋資源系では、海
洋地質学、海底鉱物資源学、地球物理探査学、
海洋エネルギー工学に関する知識を身につけ、
海洋測量・地質コンサルタント・建設会社等
の技術者・研究者を育成する。
　海洋生物科・水産学科の勢いも大きく、海
洋学部を受験してくる学生の多くが生物系を
志望してきており、研究施設・設備・スタッ

フも充実している。また多くの委託研究も増
え、充実した環境が整いつつある。特に、三
保半島の地下水を利用した陸上養殖（サケ・
マダコ・イカ類）は、商業化を見据えて進ん
でいる。近年のサクラエビ漁の不良に伴い、
本学、東京海洋大学、静岡県水産試験場、由
比漁協、富士通との共同研究で、静岡県（MaOI）
の研究資金を獲得し、精密魚探・海底画像・
AI認識・生態系からサクラエビ漁に対象を
絞った、地域研究も行っている。

学生の教育
　学生の教育には、実際に海に出てのフィー
ルドワークが欠かせない。大型観測船望星丸
（約 2000㌧：図２）、および北斗・南十字の２
隻の小型調査船（図３）が沿岸域の調査・観
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測に用いられている。
　大型観測船望星丸（学生 120 名対応）
には、EM302 マルチビーム音響測深器
（MBES）が搭載され、一昨年度には測位に
関 し Kongsberg 社 Seapath300+ シ ス テ ム
をバージョンアップし、複数（みちびき・
GLONASS・GALILEO・GPS他）の衛星測位
システムを利用し、安定かつ高品質な位置情
報をMBESや様々な海洋調査に利用すること
が可能となっている。地層探査装置として、
Raytheon社製 3.5kHzが搭載されている。
　また、甲板では、100 名を越える学生が体
操を出来るほどの広いスペースがあり、多く
の傭船航海で、コンテナ設置や柱状採泥作業
などが行われている。望星丸にはAフレーム
および 12mmワイヤーを 8000 ｍ搭載し、さ

らにCTD採水システム（4000 ｍアーマード
ケーブルウインチ付き）も搭載している。
　沿岸域では、北斗や南十字（両船とも19㌧：
図３）が、ほぼ毎日活躍している。北斗には
６mmワイヤーが2000ｍ搭載されており、キャ
プスタン付きウインチで各種プランクトン
ネットや採泥器等を用いた観測を行っている。
南十字では、キャプスタンが搭載されており、
観測者がロープを用いて海中観測やホエール
ウォッチング等にも用いられている。いずれ
も可搬式の音響装置が搭載可能である。ちな
みに海洋地質研究室では、MBESはTeledyne�
Reson 社�Seabat7125、サイドスキャンソナー
はKlain 社の System3000、高分解能地層探
査装置は Inommer 社の SES2000、ROVでは
キューアイ社のDelta-150を所有し、現在も現

図 2　大型実習船　望星丸

図 3　小型調査船　北斗（左）、南十字（右）共に 19㌧
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役で活躍している。この他にも水深3000�ｍ耐
圧のカメラハウジングおよび全球カメラシス
テム（耐圧3000ｍ）も保有しており、学生の
観測・教育に役立てている。
　他機関からの調査研究として、2009 年より
約７年続いた沿岸域の活断層研究（文科省−
産総研）、2017 年−2019 年の駿河湾総合研究（静
岡市）、および 2011 年から 10年続いた東北マ
リンサイエンス拠点形成事業（TEAMS：文
科省）では、多くの学生達が参加し、海洋調
査を体験し、業界へ巣立って行っている。特
にTEAMSでは、東北沿岸地域の各港におい
て、地元漁協の組合員の船で調査を行い、情
報を聞き取りながら、現場で生きた学門を学
生自身が学んでくれたと思う。この集大成は
TEAMS（2020）にまとめられ、特に第 II 部
３章には、本学のまとめが書かれている。
　2020 年からは、産総研からの委託でトカ
ラ海域における海洋地質図作成のための調査
（昼：採泥、夜：地形・エアガン構造調査）を
年間40日間受け、望星丸で実施している。こ
の航海では、乗組員も大きな刺激を受け、質
の向上につながっている。さらに他大学の学
生と共に本学の学生もアルバイトとして参加
し、海洋調査の訓練を行いつつ外との交流を
深めている。

海洋研究所
　2020年からは、元 JAMSTEC理事長の平朝
彦教授を所長として迎え、若き学生の教育に
力を注いで頂いている。特に駿河湾における
総合的海洋研究は海洋学部内の生物分野・海
洋物理分野・海洋地質分野・固体地球物理分
野の研究者や、学部生・大学院生が参加し、
さらに静岡県マリンオープンイノベーション
（MaOI）、早稲田大学、JAMSTEC、産業技術
総合研究所が共同の活動が実施されている。
2021年３月にはハワイ・タスマニア・モント
レーや JAMSTECの研究者（生物・地質・地
球物理・堆積分野等）による国際ワークショッ
プを開いた。さらに2022年７月には海洋ロボ
ティックスシンポジウム（国内開催）が開催
され、内閣府を始め多くの企業、大学、研究
機関からの参加者を得られ、名実ともに「海
の知の拠点」として今後も業界をリードして
いく。平はその著書（2022）の中で、科学技
術の向上スピードおよび気候変動の規模は、
これまでの社会科学を取り巻く環境を遙かに
しのぐ勢いで進んでおり、大規模災害が多発

し、これに対応した総合科学の視点で自然と
向き合う必要性を指摘している。東海大学海
洋研究所は学門の質と、情報発信力の向上を
いっそう高く進めて行く。

まとめ
　これまで、海洋学部の歴史と、開設60年目
の学部改組について、概要を記述してきた。
組織は変われども、海洋の精神はいつまでも
我々の心にあると共に、学生へと受け継がれ
ていく物と確信している。
　伝統の海洋実習も健在で、海洋実習１（１
年生対象：１泊２日）、海洋実習２（２年生
対象：２泊３日）、海洋実習３（３年生対象：
１週間）が必修であり、卒業生のアンケート
でも、ダントツ１位の思い出となっている。
偏差値教育の最終地点である大学に、「船酔
いにひどくて船上ではうまく働けない学生」
も居れば、「船酔いのひどい学生の手助けを
行う学生」の共存しうる現実が、学生間の新
たな絆を生むなど（これこそが船舶の良さか
も知れない）、ユニークな教育現場が存在し
ている。また、スマホや携帯電話による情報
にあふれた世界から、一定期間ではあるが情
報の全く入らない世界（周囲は海だけ）を体
験出来るのもこの学部の良さかも知れない。
さらに、実習学生には優しい補助学生（先輩
学生）も付くことで、縦のつながりもより深
く感じられると思われる。
　駿河湾は、水深も深く、構造境界に位置し、
生物・水産・地質・環境に恵まれた場である。
自然が作った最高の環境の基で、フィールド
を基本として学生を育てることが、海洋学部
の使命であり、これからも高い海洋ブランド
を堅持していきたい。海洋学部は、このよう
に可能性を秘めた学びの場なのである。
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